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第1865 回例会

（下段左から） 地区副幹事 吉田治伸さん（名古屋中ＲＣ） 
ガバナー補佐 川辺清次さん（名古屋名南ＲＣ） 

（上段左から） 分区副幹事   神谷大德さん（名古屋名南ＲＣ） 
分区幹事    髙橋 司さん（名古屋名南ＲＣ） 

地区スタッフ  服部浩明さん（名古屋中ＲＣ） 

     

 
 

 

基
本
的
教
育
と
識
字
率
向
上
月
間 

／
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
月
間 

令
和
４
年
９
月
22
日
（
木
） 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問 

     

会
員
57
名 

出
席
計
算
数 53

名
中
45
名
出
席 

出
席
率

84
・
91
％ 

前
々
回
出
席
率

90
・
91
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
Ｒ
財
団
・
米
山
記
念
奨
学
会 

寄
付
金
目
録
贈
呈 

★
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
」 

 
 

 
（
歌
唱
な
し
） 

  

ゲ
ス
ト 

西
名
古
屋
分
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

川
辺 

清
次
さ
ん 

地
区
副
幹
事   
  

吉
田 

治
伸
さ
ん 

地
区
ス
タ
ッ
フ    

服
部 

浩
明
さ
ん 

              

分
区
幹
事        

髙
橋 

 

司
さ
ん 

分
区
副
幹
事     

神
谷 

大
德
さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

本
日
名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
の
皆
様

お
世
話
に
な
り
ま
す
。 

西
名
古
屋
分
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

川
辺 

清
次
さ
ん 

地
区
副
幹
事 
  

吉
田 

治
伸
さ
ん 

地
区
ス
タ
ッ
フ  

服
部 

浩
明
さ
ん 

分
区
幹
事      

髙
橋 

 

司
さ
ん 

分
区
副
幹
事   

神
谷 

大
德
さ
ん 

よ
り
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

川
辺
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、吉
田
地
区
副
幹

事
、服
部
地
区
ス
タ
ッ
フ
、髙
橋
分
区
幹

事
、神
谷
分
区
副
幹
事
、よ
う
こ
そ
大
須

ロ
ー
タ
リ
ー
例
会
に
お
い
で
下
さ
い
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

加
藤
已
千
彦 

吉
田 

憲
一
・
岡
部 

快
圓 

丹
下 

富
博
・
大
上 

晃
延 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
川
辺
さ
ん
を
お
迎
え
し

て
。 

 
 

 
 

 
 

 

吉
田 

隆
彦 

岩
崎 
征
一
・
浅
野 

 

彰 

藤
田 

 
澈
・
堀
江 

英
弥 

横
井 

 
衞
・
近
藤
宏
一
郎 

小
澤 

幸
男
・
木
村 

光
徳 

酒
井 

 

修
・
田
崎 
雅
三 

鬼
頭 

茂
成
・
渡
辺 
観
永 

岡
村 

隆
德
・
大
原 

敏
正 

林 
 

順
治
・
横
川 

誠
人 

岡
部 

快
雅
・
池
田 

修
人 

新
井 

雅
博
・
深
谷 

昭
広 

柗
井 

 

健
・
内
藤 

啓
喜 

鷲
津 

光
悦
・
河
合 

誠
弥 

川
島
さ
ん
、先
日
は
ご
く
ろ
う
さ
ん
で 

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

髙
木 

政
義 

  

会
長
挨
拶 

 
 

会
長 

加
藤
已
千
彦 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

皆
さ
ん
、こ
ん

に
ち
は
。本
日
の

例
会
は
ガ
バ
ナ

ー
補
佐
訪
問
で

す
。
早
速
、本
日

の
ゲ
ス
ト
の
紹 

介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
７
６
０
地
区

西
名
古
屋
分
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

川
辺

清
次
さ
ん
、同
じ
く
地
区
副
幹
事 

吉
田

治
伸
さ
ん
、同
じ
く
地
区
ス
タ
ッ
フ 

服

部
浩
明
さ
ん
、
同
じ
く
西
名
古
屋
分
区

分
区
幹
事 

高
橋
司
さ
ん
、同
じ
く
分
区

副
幹
事 

神
谷
大
徳
さ
ん
で
す
。本
日
は
、

大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
の
例
会
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。
ま
た
、川
辺
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
13
時
よ
り
卓
話
を

お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
本
日
９
月
22
日
は
、
ア
メ
リ

カ
で「
奴
隷
解
放
宣
言
」
が
公
布
さ
れ
た

日
で
す
。
１
８
６
２
年（
文
久
２
年
）
９

月
22
日
、
ア
メ
リ
カ
第
16
代
エ
イ
ブ

ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
に
よ
っ

て
奴
隷
解
放
予
備
布
告
が
発
布
さ
れ
、

翌
年
１
月
１
日
に
有
効
と
な
り
ま
し
た
。

 
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
は
１

８
０
９
年
２
月
12
日
に
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
で
開
拓
農
民
の
子

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
広
大
な
農
場

の
多
い
ア
メ
リ
カ
南
部
で
は
、
主
に
ア

フ
リ
カ
大
陸
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た

人
々
が
、
ま
る
で
家
畜
の
よ
う
に
過
酷

な
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
リ

ン
カ
ー
ン
は
子
供
時
代
に
、
そ
の
光
景

を
目
の
あ
た
り
に
し
て
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。 

そ
の
後
、
奴
隷
制
の
拡
張
に
反
対
す

る
リ
ン
カ
ー
ン
の
大
統
領
当
選
は
、
ア

メ
リ
カ
南
部
諸
州
の
反
発
を
招
き
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
を
二
分
す
る
南
北
戦
争

に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
リ
ン
カ
ー

ン
は
、
北
部
連
邦
を
よ
く
指
揮
し
て
、

勝
利
へ
と
導
き
ま
し
た
。 

 

敵
方
だ
っ
た
南
部
連
合
総
司
令
官
の

ロ
バ
ー
ト
・
Ｅ
・
リ
ー
将
軍
が
降
伏
し
た

６
日
後
の
１
８
６
５
年
４
月
15
日
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
首
都
で
あ
る
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．に
あ
る
フ
ォ
ー
ド
劇
場
に

お
い
て
、
観
劇
中
に
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ル
ク

ス
・
ブ
ー
ス
の
凶
弾
に
倒
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
リ
ン
カ
ー
ン
は
ア
メ
リ

カ
史
上
で
初
め
て
暗
殺
さ
れ
た
大
統
領

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
を
務
め
た

歴
代
の
大
統
領
の
業
績
を
ラ
ン
ク
づ
け

す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
政
治
学
に
お

け
る
調
査
結
果
、
し
ば
し
ば
、「
も
っ
と

も
偉
大
な
大
統
領
」
の
一
人
に
リ
ン
カ

ー
ン
は
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
１
８
６
３
年
11
月
９
日
、
ゲ

テ
ィ
ス
バ
ー
グ
国
立
戦
没
者
墓
地
の
開

会
式
に
お
い
て
行
わ
れ
た
世
界
的
に
有

名
な
演
説
で
あ
る
「
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ

演
説
」
に
お
い
て
、
戦
没
者
を
追
悼
し

て
「
人
民
の
人
民
に
よ
る
人
民
の
た
め

1591 
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の
政
治
を
、
地
上
か
ら
決
し
て
絶
滅
さ

せ
な
い
た
い
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
が
こ

こ
で
固
く
決
意
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と

い
う
民
主
主
義
の
基
礎
を
主
張
し
た
こ

と
や
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
奴

隷
解
放
、
南
北
戦
争
に
よ
る
国
家
分
裂

の
危
機
を
乗
り
越
え
た
政
治
的
業
績
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
が
、
歴
史
的
に

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
民
主
主
義
国
と
権
威
主
義
国

の
対
立
が
顕
在
化
し
、
世
界
が
分
断
さ

れ
つ
つ
あ
る
中
、
自
国
第
一
主
義
を
振

り
か
ざ
す
の
で
は
な
く
、
リ
ン
カ
ー
ン

の
よ
う
に
、
平
和
な
世
界
を
再
構
築
し

て
い
く
バ
ラ
ン
ス
感
覚
と
卓
越
し
た
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
た
指
導
者
が
た

く
さ
ん
出
て
き
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。 

今
日
も
一
日
、
皆
が
笑
顔
で
楽
し
く

過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。 

ご
清
聴
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

９
月
22
日
「
奴
隷
解
放
宣
言
」
公
布 

  

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問
卓
話 

        

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区
西
名
古
屋
分
区 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

川
辺 

清
次
さ
ん 

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区 

地
区
方
針 

「
未
来
を
描
こ
う
、
笑
顔
で
つ
な
ご
う

～
一
人
一
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
力
に
！

変
化
に
対
応
で
き
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
し 

て
～
」 

 

ガ
バ
ナ
ー 

篭
橋 

美
久 

・
国
際
協
議
会
報
告
／
Ｒ
Ｉ
会
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
「
想
像
し
て
く
だ
さ
い
、
私

た
ち
が
ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
る
世
界
を
。

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」 

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー 

Ｅ
．ジ
ョ
ー
ン
ズ 

１
．計
画
的
な
ク
ラ
ブ
運
営
・
活
動
を 

行
い
ま
し
ょ
う 

・
ク
ラ
ブ
セ
ン
ト
ラ
ル
に
登
録
し
、
定

期
的
な
検
証
を
行
い
、
年
間
目
標
の

達
成
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。 

・
年
間
活
動
計
画
を
明
確
に
ク
ラ
ブ
会

員
に
周
知
し
、
奉
仕
事
業
を
成
功
さ

せ
ま
し
ょ
う
。 

・
数
値
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
に
向
か

っ
て
一
丸
と
な
っ
て
進
ん
で
行
き
ま

し
ょ
う
。 

２
．会
員
の
増
強
を
し
よ
う 

・
入
会
を
目
的
と
し
イ
ン 

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
方
式
を 

導
入
し
入
会
を
促
進
し
ま
し
ょ
う
。 

・
女
性
会
員
の
在
籍
率
を
８
％
に
増
強

し
ま
し
ょ
う
。
現
在
世
界
で
の
女
性

会
員
は
25
％
、
日
本
の
女
性
会
員
は

7.2
％
（
２
７
６
０
地
区
は
６
％
）
で

あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
を
改
善
し

て
参
り
ま
す
。 

・
若
い
年
齢
層
の
入
会
促
進 

           

３
．ゴ
ミ
投
棄
防
止
運
動 

・
自
分
の
街
か
ら
ご
み
を
な
く
そ
う 

・
河
川
の
美
化
を
図
ろ
う 

・
海
岸
の
美
化
を
図
ろ
う 

・
生
態
系
を
守
ろ
う 

・
環
境
改
善
事
業
と
し
て
、 

身
近
な
事
か
ら
活
動
し
よ
う
。
特
に

ご
み
放
棄
、
海
洋
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
投
棄
に
関
す
る
ス
ト
ッ
プ

運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

４
．ポ
リ
オ
根
絶
へ
の
貢
献 

・
ポ
リ
オ
根
絶
募
金
活
動
を
ロ
ー
タ
リ
ー

財
団
中
心
に
実
施
し
、地
域
社
会
へ
の

ア
ピ
ー
ル
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

・
各
地
で
計
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト（
例
え

ば
ワ
ー
ル
ド
フ
ー
ド
＋
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ 

（
Ｗ
Ｆ
Ｆ
）
に
て
、地
域
社
会
へ
の
広
報

に
努
め
、
公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。 

５
．公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上 

・
奉
仕
活
動
を
地
域
社
会
に 

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う 

・M
Y

 R
O

T
A

R
Y

の
登
録
の
促
進
を

図
り
ま
し
ょ
う 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
促
進
し
ま

し
ょ
う 

・
地
区
内
各
委
員
会
と
の
連
携
を
図
り

ま
し
ょ
う 

６
．地
区
大
会
を
み
ん
な
で
成
功
さ
せ
よ
う
！ 

大
会
第
１
日
目 

11
月
12
日
（
土
）

 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル 

大
会
第
２
日
目 

11
月
13
日
（
日
）

 

於 

愛
知
県
国
際
展
示
場 

 
 

A
ic

h
i S

k
y
 E

x
p

o
 

７
．第
10
回
Ｗ
Ｆ
Ｆ 

（
ワ
ー
ル
ド
フ
ー
ド
＋
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ
） 

２
０
２
３
年
４
月
15
・
16
日（
土
・
日
）

 

於 

久
屋
大
通
公
園 

Ｗ
Ｆ
Ｆ
の
３
つ
の
目
的 

(1)
収
益
金
に
よ
る
人
道
的
奉
仕
活
動 

 
 

 
 

（
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
）

 

(2)
ロ
ー
タ
リ
ー
の
公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上 

(3)
ポ
リ
オ
根
絶
に
参
加 

８
．国
際
大
会
へ
参
加
し
よ
う 

２
０
２
３
年
５
月
27
日
（
土
） 

～
31
日
（
水
）・
メ
ル
ボ
ル
ン  

 
 

・
ガ
バ
ナ
ー
ナ
イ
ト
を
開
催
し 

 

ま
す
の
で
多
く
の
皆
さ
ん
の 

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

Ｒ
財
団
・
米
山
記
念
奨
学
会 

寄
付
金
目
録
贈
呈 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
訪
問
を
記
念
し
て
、

目
録
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。 

・
Ｒ
財
団
へ
特
別
寄
付 

 
 

20
万
円 

・
米
山
記
念
奨
学
会
へ
特
別
寄
付  

10
万
円 

         

 

 
 

  

会
長
幹
事
懇
談
会 

ク
ラ
ブ
協
議
会
（
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
）

  
 

 
 

  

同
日
11
時
30
分
よ
り
、
川
辺
清
次 

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
、
吉
田
治
伸
地
区
副
幹

事
、服
部
浩
明
地
区
ス
タ
ッ
フ
、髙
橋
司

分
区
幹
事
、
神
谷
大
德
分
区
副
幹
事
を

お
迎
え
し
て
会
長
幹
事
懇
談
会
が
開
か

れ
、
ク
ラ
ブ
運
営
に
つ
い
て
貴
重
な
ご

意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
例
会
後
に

は
ク
ラ
ブ
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
に
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

10
月
６
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

ロ
ー
タ
リ
ー
版
「
私
の
履
歴
書
」例
会 

堀
江 

英
弥
さ
ん  

小
澤 

幸
男
さ
ん
・
岡
村 

隆
德
さ
ん  

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

木
村 

光
徳
・
近
藤
宏
一
郎 

荻
巣 

賢
二
・
藤
田 

 

澈 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
・
お
知
ら
せ 


